
            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年７月１３日 
練馬区立田柄小学校 
養護教諭 浅川沙織 

「また雨だね。」と保健室で交わす休み時間の会話。４～５月くらいの気温が続き、体調を崩

している児童も多くいます。最近は腹痛や吐き気で早退する児童も増えています。下着を着用

したり、上着を持ってきたりなど体温調節ができる服装で登校することをおすすめします。 
また保健所からは手足口病の流行警報、水痘の流行注意報が届いています。本校でも先月、

１年生で水痘の流行の徴候が見られました。症状としては、手足口病は口の中、手の平、足の

裏の発疹や水疱、水痘は全身の水疱(盛り上がった赤い発疹)です。しかし、最初はポチポチ程
度の発疹のため気づかないことも多いので、気になる症状があれば受診をお願いします。 

 
先月(６月)の感染症状況・・水痘(１１名(内１年生１０名)、溶連菌感染症(１名) 

 

歯科校医の相田先生と歯科衛生士さ

んに来校いただき、歯の染め出しの判

定と歯の磨き方を教えてもらいまし

た。 

磨けていると思

っていたのに・・。 

奥歯のみぞまできれいにしたらとても

スッキリして、ビックリした。舌で触っ

てザラザラからツルツルに変わったら

磨けている証拠だとわかった。 

「歯と歯の間が磨きにくいのですがどのように磨けばよいですか」 

歯と歯の間は歯ブラシを縦にして磨くとよいが、それでもなかなか難しい。やはり子どもで

も週に何回かフロスを使って磨くことを習慣にできるとよいですね。 

またフロスは口臭予防にも！ 

口臭の原因は、磨き残しが要因のことも多いので、マウスウォッシュなどを使うより(効果

が継続しない)、フロスで歯の間まで磨くと効果的だよ。 

「マメ知識」も教えてもらいました。 

かたいものを食べ、よく噛むとあごが大きくなり、歯並びもよくなるよ。 

みがく順番を決めてみ

がくと、みがき残しがな

くなることが分かった。 

 夏休み後、９月は運動会練習がすぐに始まります。遅寝、遅起き、日中ダラダラにならない

ように夏休み前に目標を立て、生活をして見てください。 
私からは早起きとアウトメディア(テレビ、ゲーム、PC、タブレットなどをあまり使わない)に 
挑戦することをおすすめします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『だらだら』食いをしやすい夏休み。 

間食の回数が増加すると、う蝕の発生が報告されています。特に炭酸

飲料は１０％もの砂糖が含まれており、むし歯のリスクが極めて高い

ものに分類されます。炭酸飲料を１回口に含むのは間食１回と同じ状

況ですので、頻回の飲用は危険です。水分補給代わりに飲むことが増

えやすい夏休み。むし歯菌を増やさない生活についてもぜひ考えてみ

てください。 

 


